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丈 い で クタ クロ スズ メ ペ バチ 3 巣 の 竹 蜂 の 大 きき の 比較 を 行っ 
て みな 。 即ち A と BB と 及び BB ょ C ょ の 松室 を 行 つ て 
見 た が 、 A ょ B ょ で は だ ー308. と な り 全て 同一 母 集 岡 ・。 ・ 
と 信介 を いか 、 B ょ で C と で は が =2062 と なり PC 
き 20.627 = 0.015 を 得 、 と うに か 同一 紅 氏 用 し て いる “ 
"の で は な いか と 考え られ た 。 a きす ] 本 
印 ち どく わずか な 例 で は ある が 、 時期 の 沙 に よる 値 仙人 第 3 クロ スズメ バテ 廊 玉 
は 同一 時 期 の 相 異 な る 葛 の 開 よ りゃ 基 だ し いと と お 知り 得 た 。 と れ は 最 導 角 (を 穫 え る 株 
NO CT 内 一時 電 が ける 仙骨 の 大 きき は 半 が 凌 な つら て 中 一 定 
CA 思わ れる 。 ーー - 「{ 還 表 所 ] 


|] 


Ma 


滞る 定 9 ム ジ 特 ら 
タマ ムシ 科 中 品数 種 E っ いて 。 


か 本 正 徐 . i 
Mesayesu Konisbis On Some RR na buprestid _ 
beet! cs from the islands of Ohshima and Hachijo (Seven 


jstands of leu, Japan) 


ー 季 た 補 は 医 際 本 惣 分 布 上 の 時 講 と し て その 制限 図 子 と な つ で いる が 、 先 材 竹 民 中 は 
その 循 丈 な 生活 型 ) の 息 、 邊 距離 分 散 と 合 す 場合 は 人 矢 的 舎 播 以外 kc 流水 と 共 ik 海 流 に 依 
つて 横 撤 的 俺 振 き れる 筐 信 が 厩 ふ あぁ . り 得る 事 は 、、Gi Liwis( 1835 ) .C. F.C-Besson 
(1929 。 岩田 久 二 雄 (1916. 諸氏 指摘 し て いる "表題 の 規 島 も 島 限 と いう 地理 的 條 件 c 依 
り そ の 影 線 を 受け 得る も ゃ の と 思わ れ 、 科 つ て 之 稼 の 寂 計 性 員 曲 は 鳥 限 の 紫 重 相 を ずる 上 
て 於 いて 、 矢 くさ から ざ る 一 構成 災 素 と 才 え られ る 。 小 変 で は 同定 譜 み の 表題 の 2 科 を 以 

っ て 之 を 代表 せ し め 、 伊豆 七 島 の 比 敵 (大 邊 、 34240' 一 47N) > 南 敵 ( 八 天 島 、 33<*ー9N) 
を 占め る 附 大 陸 島 の 此 副 地 現 況 的 件 格 の 一 緒 を 比較 考 祭 し て 見 た いと 思う 。 と ょ た 扱う 
材料 は 、 大 島 は 1949 年 5 月 ( 控 集 者 : 梅谷 獣 二 氏 ・ 小 西 )、 区 島 は 1948 年 (藤山 家 徳 。 
倍 藤 逆 昭 画 氏 ・ 小 西 ) 及び 1949 年 ( 合 藤 ・ 梅 谷 “岡本 光雄 諾 氏 ) の 7ー8 月 ck 於 ける 採集 
品 、 肥 び 区 本 含 料 に 仰い だ 。 多様 5 本 同定 の 一 者 は 水野 辰 司 (カミ キリ ムジ シ 科 )・ 黒 澤 良 刻 。 
NNNG SA OD NORE 7 前 


7 小区 の 2 科 は 概ね 卵 ・ ・ 多 委 ・ 細 の 名表 を 村 只 内 に 通す 。ー 
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_ 大鳥 産 カミ キリ ュ ジ 笠 
既 記 昧 種 は 9 穂 で 、 廃 野 忠 雄 博士 (1933 ) は 同局 を type locality と し て 2 竹 1 陳 竹 を 
記載 し た が 、 Azaglyptaus Kamiyat Kano カミ ャ シ ョ ロー リトラ カミ キリ [=4. npo- 
nensis Bates (1884 ) ab. Ramiyai (Kano, 1938 ト か 』 ペ アカ * トラ カミ キリ 異常 型 2)] 
の みな が 保留 さ れれ 。 新 記 銚 租 は 大 記 の 9 往 で ある 。 ーー 
1. Hemanotus rufipennis (Motsshu! sky, 1830 選 電 メス ギ カ ミ キリ 


2 Rhaphuma diminwuta {Bates, 1873) と メ クロ トラ カミ キリ 
3. Paracl tus excultus. Bates, 1884. ショ トラ カミ キリ 
4 Dihanmmaus fraudator ( Bates, 1873 3 お) Fu みた カミ キリ 
5. Pterolophia annulata (Chevrolat, 1845) ワウ モン サビ カミ け 
6. ア . rigida (Bates, 1873) アト モン サビ カミ キリ . . 
7。 Asaperda agapanthina Bates, 1873 シナ ノラ ク ロフ カミ キリ 
8. Rhopaloscelis unifasciatus "PE 1873 セ ビ ト オビ アラ が ゲカ ミキ J 
9. Ezcocentrus SE 還 


和光 島 剛 カミ キ y ュ > ン 科 
既 記 多 往 は 8 種 で 、 松 下 忠幸 成 十 (1932。 1933) は 同島 を type locality と し て 2 種 を 
記載 し た が 、 Ceresium- hachijoense AT atsumara et Matsushita ( 1932) ハチ デ ョ ツウ と 
メカ ミキ リ の み が 保 留 き れ 、- 他 の 1 種 Glenea hachijonis Natsushita et Matsumura 
(1933) ハチ ガ ョ ウキ ラボ シカ ミキ リ は 大 林 一 夫 氏 ( 1939 ) に 従い G. chlorosg&ila Gahan 
(1897) リュ ウキ ュ ウ ルリ ボ ポ シ カ ミ すり の Synonym と 急 め る 。 新 記録 邊 は 大 記 の 8 箱 で 
SN 


Perissus kiusiuensis Ohbayashi, 1944 キュ ッシュ ウチ ビ ト ラ カ ミ キョ 

Chiorophorus diadema (Motschulsky,; 18534 ) "クロ トラ カ ミ E 
"Dihammus sejurictus (Bates, 1873) = セ ビ ロ ウ ギ カミ キリ 

Rhodog:s sp. | ーー 
“Prerolophia rigida (Batrs, 1873) アト モン サビ カミ キリ 

Doius mer idinnaus Matsashita, 1933 コ ダ チ ャ サビ カミ キリ 

O72 の の 723 bimuculutns Bates, 1873 ハス オ ピ ヒ ゲ ナ ゲ ナ が カミ ギリ 


本 rr 
To = 
‘ 


RP ND PR で 


Glenea relicta Pascos,1858 シラ ホシ カミ キリ 


2 と の 慮 理 は 水野 氏 ( 未 器 表 ) に 捕る 。 

3 大 島 測候所 参考 人 節 陳 列 索 本 に 依る 。 前 

9 C. yayeyamensis Kano, 1933 ヤエヤマ トラ カミ キ 9 (分 布 吾 半 ・ 沖 縄 本 島 ・ 宮 古島 
石垣 島 ・ 屋 久 島 ) と 同 祥 きれ る 税 本 群 で る る が 、 水野 紅 ( 来 柱 表 ) に 細 る 。 0 
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= . 犬 島 * - 入 区 島 意 タマ ムシ 科 
waommme ttn 1AT 2 toss 
‘Chalcophora: IPD ( Gory,. 1840)5) モ ウ ベ ダマ ムジ 
2.- Chrysodema ltwisi - Saunders, 1896 アヤ ムネ スジ アオ タマ ムシ 
SS 
. Cor- “aebts rusticanis,- Lewis, 1892 カミ ‘= チ ナ カポ ッ x マム シ 
2. Agr lus discalis ‘Seunders, 873 も レモ ン チ ガ ネジ 
き て 2 島 の 共通 種 は カミ キ サム シ 科 で は 、 Chlorophorus muscosus (Bates 1873) フ ダダ 


EN 


= 


ミド リト ラ カ ミ キ が 7 uma dimihiuta, Mesosa- longipennis” Bates ( 1873 ) テ ガ が : 
ゴマ フカ ミキ リ 、 Prterolophia 928.、 ょ の 4 種 で あ . り - 内 3 竹 が 2 鳥 の 中 間 c 位 する 三宅 . 
鳥 に も 分 2 し 1 還る の 人 か らら 上 の 委 字 に な る 時 ら す 
iM その 共通 率 は :25.26) で か な 1 低 率 で ある 

が 、 之 は 陳 島 問 の 分 布 要素 の 工 異 に 起因 する を の と 思わ れる a。 
+ oe Hyitergrah iR DRT (RM OA Ada- 
ms 氏 (1915) も 指 
摘 し た 様 に 森林 中 
の 筐 人 象 要素 は 非 党 
に 特殊 性 を 存 し ぃ い 
| て る か ら 、 江 際 は 計 - 
Ecoclimate を 用 
いる お べき で ある 
が 調査 資料 を 欠く 
- の を 遺 坊 と する 。 | 
久 、 吉 良 通 夫 氏 


第 1 園 " = 
‘x Chlorophorus (1945) は 東台 各 。 F・ 
muscosus. 地 の 温 指 敷 を 筑 Us 
@ Mesesa ongi- 0 4 0 
pennis 出 RS 電 第 2. 回 "Hythergraph 
ム Pyo7o み が 2 a 性 植物 笑 の 北限 を - 馬 線 は 大 島 (1943-*48) 
rigida | 示す ょ とい 5 140? ・ 箋 線 ば は: 大 丈 島 (1910 王 !48 ) 


i 9 
泉 に 於 いて も 種々 の 差異 が 認め られ る 。 玉 に 落 王 竹 の 分 布 岡 を 見 る と ( 第 3 男 ) 之 短 は 
了 流 の 到達 地域 飛石 鉄分 布 し て いる が 、 之 は 海流 が 噂 村 作 品 点 の 物 環 的 分 市 助 厳 因子 


ーー 6 


5) 大 島 か ち は 本 種 以 外 に 採集 し な い 。 
6) 野村 健一 随 士 (1939 ) の c/b(a>b) に 依る 。 と の は 信人 る 
任 が ある が 便宜 上 揚げ て a て 。 以 下 の Percentage も 乏 な 準二 る 。。 
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を たり 得る の か みな ら 
ず 、 む し ろ 気 象 要 
系 及び 之 を K 由 挫 
する 族 環 境 要 系 を 
表 配 する 生態 的 分 
市 助成 因子 と し て 
その 保存 に も 極 わ 
め て 重要 な 意義 を | 
有する 事 の 一 倍 府 | 
ょ 考え られ る 7。 | 
上 逃し た の は 分 。 
布 要素 の 一 小 部 分 。 
に 過ぎ な い が 、 之 。 | 


れれ 名 を も 含め を 線 

含 的 分 布 要 素 の 開 

異 は 、 雨 鳥 韻 の 具 

物 地理 胸 的 性格 の | 
。 工 異 と 紀 い 影 縦 # 。 
テテ ーー 9 還 - PE い < a : 及 区 し て いる もの | 
x Chlorophorus mtscosus i を a) * 5 ょ 考え る 。 所 ち 大 
MO | Aa 
ー 温 量 指数 140? 線 及 び 180" 線 … が 科 18 種 の 会 類 が 


本 州 東南 部 も 産 す る が 。 八丈 島 産 16 竹中 に は 本 州 未 記 銚 の Ceresium hachijoense ! 南 
吸 地 ), C. szz77e Gahan (1890) チャ イエ モメ カミ キリ 9, Perissus usiuensis (南限 地 ) 
の gzs. meridianus ( 北限 地 Gleneachlorospila ( 北限 耶 ) の 5 種 が あり 、 会 種 数 の 31% 
を 占め る 。 タマ ムシ 科 人 な 資料 不足 の 乱 に 論議 は 因 苑 で ある が 人 丈 認 で は 上 逃 の 柏 で C か - 
sodema es の 分 布 は 洗 上 に 個 す さく 丸い わ ゆ る 山地 性 の Coraebus rusticanus が 
同島 の 低地 で 探 筑 きれ た 事 は 興味 梨 い 。 之 も を 要する に 、 大 詞 は 本 昌 と 標 わ め て 密接 な 燈 


似 性 を 有する 9) が 、 入 堆 島 は * 9 南 位 す る と いう 地理 的 作 件 と 共 県 滑 の より 台 い 明 
替り た 依 り 共 の 本 老い わ ゆ る 系 分 子 を 包含 レ 、 康生 般 か も 枯 な 


の 池 の 局 申 時 する 日 本 列島 沿 喜 の 只 学 の 保存 性 た つい て は 、 ER 隊 島 
銀 玉 (1928 )・ 紳 田 重 夫 ( 1929 ) 著 氏 も 冥 主 し て いる 。 

9) 、 親 由 徳太郎 氏 (1940 ) も ゃ 鳥類 で 同 尼 の 結果 を 報 和 し そい る 。 

9) 黒潮 の 幹 軸 は 常に 和 八 到 島 ・ 御 歳 島 等 に 位 し 黒 汰 用 と 舟 き むれ る 。 
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1950 年 6: 朋 ] 別 晶 。 《 る う 


he 前 


頒 向 が 認め られ る 102。. 何 2 島 に 於 いて トラ カミ キリ 族 (て 7 の 72 の の 種 般 丸 び 個 器 数 が 多い 1 う 
事 は 、 生物 衝 藩 の 人 上 入 が 南西 日本 的 な 妥 生 森林 で ある 事 と 考え 合わ せ て 興味 深い 。* 急 
ち 大 島 で は 4 種 ( 最多 導入 は . Anaglyptus kamiyai ) で 全 種 数 の .22 2 信夫 島 で は 5. 竹 
最多 産 旦 は Chlorophorts musc’ “sus12) で 人 を 竹 粗 の 3126 を 占め る | 本 州 で は 1 12% で 
ある 。 机 し て 之 れ 第 の 式 多 産 是 が 本 土生 に 論 い て は 個 骸 融 が 価 少 で あ る と い 5 融 13) は 、 
Ceresiiam が chrrt C. smile の 直島 遥 < の み 器 具 さ れる 一 一 癌 と 光 に 、 吾 と し て 
Azclirarion 興味 深い 問題 を 提示 する 0 られ る 。 NB 
a I 有人 区 


i 0 人 hen 3 uoP 生 SE 代 二 和 の 


オオ ニ ジ ユ ウ ヤ ホシ テン トウ の 園 場 
に 於 ける ぅ # 生 状 況 に つ い て 
NN の ヶ 申 田 正 疹 廣瀬 鍵 吉 で 
a a Hitose: OF tBe erneryenee 
and distribution of the"largs -28-spotted'* lady-B・etle 1n a 
pelare 4 


上 軌 の 胡 に 放り る 分布 に つい て は 1936 和 年 項 よ FIeming 区 の 他 の 隊 記 に よっ て 本 
究 が 久 め らむ BLss' に まう て 数 は 的 解明 か 奥 られ て いる る っ その 編集 天 相 欠い て 賠 場 
に 於 ける 比 生 は PoisS im" 分 其 を する と と が 語 め らし て いる 。 香寺 等 ば ゾ ャ $ ガ イモ 園 場 に 
於 ける オオ = ジミ ウ ヤ ホシ ジテ ント の 分 布 駄 況 細 生 初 財 で ある 5 月 13 日 と 畿 生 の 路 完 
了 し た 5 月 0 日 の 二 加 に 長 り 成品 数 を 50J 株 に つい て 調査 し 0 株 を 1 避 と し て Pois8n 

KR その 結果 画 回 の 調査 共 ミ に 7 クーteSt に . よ れ ば 明 
か な Poisson 分 布 を きら れ な か つた 。| 区 の 原因 な っ いて は 他 民 的 、 箇 象 的 、 . 作 物 の 生 

SRS os うた Sm See co hn ob NSKSNAESHNS Ds 0a 

と 思わ れる る 。 そ の 意 球 で 例 枯 に つい て 逢 と 中 た 直角 の 答 民 つい て の 癌 数 を し ち べ で 

る ょ 障 場 鳴 の 南 間 と 西 聞 の 慮 散 は 多 ア か つた で と の 出 人 を 別人 つい て 笠 分 析 を 行 


10) 第 者 は 日 本 生物 地理 剖 貨 20 周年 記念 講演 會 (1949 ) に 於 いて 詳 逃 し た 。 
1) 他 の 此 事 で は 野付 陣 士 (1937 ) が 一 般 に 島 妥 に は メイ ガ 科 の 多い ぃ 事 を 指摘 じ た 。3 に 
12) 寄主 植物 は 、 岩 額 和 類 氏 (1937 ) が 未 本 笠 植物 、 横 男 筑 三郎 氏 (1949) が ケヤキ を 報 
じ て い る が 、 信者 は 成魚 を が クア アジ ザ イカ マサ ジ ザ イナ の 花 、 GR 人 
木 上 で 採集 し た 。[ 追記 :・ 白 畑 考 太郎 殿 ( 50) は 抽 形 能 飛 島 に 於 いて ノラ ニン ジン 
花 上 ょ り 採 梨 し て いる 。] . Ne Side A 
"13) 少な て と も 局 地 的 分 > 布 を 示す 。 三宅 便 方 硬 二 (1903) も 際 設 鳥 に 於 いて 束 以 の 事例 を 
指摘 し て いる 。 6 RNR RN EC St 


3 
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